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第15回元気の出る集い
松村公彦氏による記念講演

「 生 き る 」
試練に試される運命はだれにもある

それを乗り越えていくために今日も元気に
松 村 公 彦 氏

太鼓の如くドーンと生きていこうではないか
松 村 氏 プ ロ フ ィ ー ル

1962 年神戸生まれ。大阪芸術大学演奏学 第 15 回 元 気 の 出 る 集 い 開 催 概 要
科打楽器専攻科卒業。大学在学中より、

大阪シンフォーニー(現大阪交響楽団)打 ＊開 催 日 時 平成３１年２月２４日(日 )
楽器泰者として活動。マリンバを宮本慶 開 場 1 2時 開 会 1 2 時 3 0分 ・ 終 了 1 6時 3 0分
子、打楽器を八田耕治の両氏に師事。85
年、神戸市に音楽教師とて採用される。93 大 阪 市 長 居 障 が い 者 ス ポ ー ツ セ ン タ ー
年、石川県松任市（白山市）で行われた ＊ 開 催 場 所 大阪市東住吉区長居公園 1 番 32 号 TEL06-6697-8681
和太鼓フェスティバル『壱刻壱響祭』に 大阪メトロ御堂筋線長居駅、 JR 阪和線長居駅 約 6 分
マリンバ奏者として特別出演するが、そ

こで和太鼓に深く感銘を受け、勤務校で ＊ 参 加 無 料 参 加 希 望 の 方 は 裏 面 の 参 加 申 込 書 に 記 入 し て

ある神戸市立神戸西高等学校で和太鼓部 下 段 の 宛 先 ま で フ ァ ッ ク ス ま た は 郵 送 下 さ い 。

を発足する。98 年、全国高校総合文化祭
に初出場、以後毎年全国大会出場へと導 ＊ プ ロ グ ラ ム

く。95 年、和太鼓卒業生 2 名を含め『和 1 大 会 式 典

太鼓松村組』を発足させる。 2 記 念 講 演 「 生 き る 」 講 師 松 村 公 彦 氏

3 パ ネ ル デ ィ ス カ シ ョ ン

「 聞 こ え の ハ ン デ ィ に 負 け ず 元 気 に 生 き る 」

4 ア ト ラ ク シ ョ ン 「 思 い 切 り 笑 い ま し ょ う 」

＊ 展 示 ブ ー ス 会 場 内 に 聞 こ え 支 援 の 補 聴 器 ・ 人 工 内 耳 ・ 日 常 生 活 用 品 等 展 示

＊ 情 報 保 障 と し て 要 約 筆 記 、 手 話 通 訳 、 ヒ ア リ ン グ ル ー プ で サ ポ ー ト し ま す 。

★ 主 管 第 １ ５ 回 元 気 の 出 る 集 い 実 行 委 員 会

★ 協 力 特 定 非 営 利 活 動 法 人 大 阪 府 中 途 失 聴 ・ 難 聴 者 協 会

堺 市 き こ え 支 援 協 会 人 工 内 耳 友 の 会 関 西 新 光 会 (予 定 )

★ 後 援 大 阪 市 大 阪 府 社 団 福 祉 法 人 大 阪 市 社 会 福 祉 協 議 会

一 般 社 団 法 人 全 日 本 難 聴 者 ・ 中 途 失 聴 者 団 体 連 合 会 近 畿 ブ ロ ッ ク 協 議 会

一 般 財 団 法 人 大 阪 市 身 体 障 害 者 団 体 協 議 会 生 野 区 N P O 連 絡 会 （ 予 定 ）

★ 協 賛 補 聴 器 販 売 各 社 人 工 内 耳 販 売 各 社 日 常 生 活 用 品 販 売 各 社

主 催 特 定 非 営 利 活 動 法 人 大 阪 市 難 聴 者 ・ 中 途 失 聴 者 協 会

大 阪 市 生 野 区 小 路 １ 丁 目 ２ ２ 番 １ １ 号 （ 送 り 先 は 裏 面 ）




